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令和 7 年 12 月令和 7 年 12 月（ 3 ）（ 3 ） （ 2 ）（ 2 ）令和 7 年 12 月令和 7 年 12 月

◀︎感謝祭のトリを努めていただいた田川寿美さん
素晴らしい歌声と笑顔で観客を沸かせ、感謝祭を
素敵な思い出にしてくださいました。

▲東北出身のアイドルユニット「けっぱって東北」
キラキラのアイドルソングで会場を盛り上げていた
だきました。

　「かつらお恵みの感
謝祭」名物のひとつ、
葛尾そば石臼の会によ
る手打ちそば。毎年
大好評の葛尾そばは、
前売り券・当日券の合
計400 食が即完売し
ました。

かつらお恵みの感謝祭かつらお恵みの感謝祭かつらお恵みの感謝祭

感謝祭の名物「おおなべ豚汁」
豚汁の完成を待つお客さんで長蛇の列ができ、約 1,500 食が来場者に振る舞われました。

祝 第20周年

　会場にはメッセージボード
が設置され、来場者からたく
さんのメッセージが寄せられ
ました。

▲君の椅子贈呈式
その年に生まれた子どもたちに、世界に一つだけの椅子が贈られます。
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令和6年度  人事行政の      運営等の状況について
1

3

2

任免及び職員数に関する状況

給与の状況

職員の人事評価の状況

区分 採用者数
一般行政職 3 人
資格免許職 0 人

計 3 人

事由 退職者数 うち再任用
定年退職 0 人 0 人
勧奨退職 0 人 0 人
その他 3 人 0 人

計 3 人 0 人

男 女 計
令和 6 年 4 月 1 日現在 24 人 11 人 35 人
令和 7 年 4 月 1 日現在 24 人 11 人 35 人

⑴ 職員の採用状況（令和 7 年 4 月 1日採用）

⑵ 職員の退職状況（令和 6 年度退職）

⑶ ４月１日現在の職員数
※上記職員数には会計年度任用職員は含みません。

※上記職員数には、村長、副村長、教育長及び会計年度任用職員は含みません。

人事評価の目的

　人事評価制度は、職員がその職務を遂行するに当た
り発揮した能力及び挙げた業績を公正に把握すること
で、職員の主体的な職務の遂行及びより高い能力を
持った公務員の育成を行うとともに、能力・実績に基
づく人事管理を行うことにより、組織全体の士気高揚
を促し、公務能率の向上につなげ、最終的には住民サー
ビス向上の土台をつくる事を目的としています。

評価の種類
能力評価：職務遂行するうえで発揮された能力を評価
　　　　　するもの
業績評価：目標管理の手法等により仕事の成果を評価
　　　　　するもの

対象職員 すべての一般職の職員を対象とします。再任用職員も
含みます。

評価者等
　一次評価者は直近上位の管理職、二次評価者は一次
評価者の直近上位の管理職とし、最終評価者を村長と
しています。

評価期間
能力評価：前期　　４月１日～９月 30 日
　　　　　後期　10 月１日～３月 31 日
業績評価：前期　　４月１日～９月 30 日
　　　　　後期　10 月１日～３月 31 日

評価結果の活用
　評価結果については、任用、給与、分限の基礎とす
るほか、職員の能力開発、人材育成及び適材適所の人
事配置の基礎資料として活用しています。

区分 住民基本
台帳人口 歳出額A 実質収支

令和６年度 1,273人 3,784,152千円 248,760千円
人件費B 人件費率B/A 前年度人件費率

329,860千円 8.7% 6.0%

⑴ 人件費の状況（普通会計決算）

（注）1 住民基本台帳人口は令和6年１月１日現在のもの。

5 休業に関する状況

育児休業等の取得状況（令和 6 年度）

令和6年度中に新たに取得した職員 令和5年度
以前からの
継続取得者数

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数

育児短時間
勤務取得者数

男性職員 1人 0人 0人 0人

女性職員 0人 0人 0人 1人

計 1人 0人 0人 1人

6 分限及び懲戒処分の状況

⑴ 分限処分の状況（令和 6 年度）

⑵ 懲戒処分の状況（令和 6 年度）

営利企業等従事許可の状況

区分 降任 免職 休職 降給 計

勤務実績がよくない場合 0 人 0 人 0 人

心身の故障の場合 0 人 0 人 0 人 0 人

職に必要な適格性を欠く場合 0 人 0 人 0 人

職制等の改廃等により
過員等を生じた場合 0 人 0 人 0 人

刑事事件に関し起訴さ
れた場合 0 人 0 人

条例に定める事由によ
る場合 0 人 0 人 0 人

計 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

事由 件数

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社、
その他の団体の役員、顧問、評議員及び当該会社、団体
の重要方針決定に参画する上級職員の地位を兼ねる場合

0 件

自ら営利を目的とする私企業を営む場合 0 件

報酬を得て事業もしくは事務に従事する場合 0 件

7 服務の状況（令和 6 年度）

8

事由 件数

再就職者から依頼等を受けた場合の届出 0 件

退職管理の状況（令和 6 年度）

　地方公務員法第 38 条の２の規定により、営利企業等に再就職した
元職員は、離職前５年間に在職していた地方公共団体の執行機関の
組織等の職員に対し、在職時の職務に関して一定の影響力を有するこ
とを背景に、離職後２年間、職務上の行為（契約、許認可等）をする
ように（しないように）依頼・要求してはならないとされています。
　職員は、再就職者による依頼等があった場合、同条第７項の規定に
基づき遅滞なく公平委員会にその旨を届け出なければなりません。

10

11

福祉及び利益の保護の状況（令和 6 年度）

公平委員会の業務の状況（令和 6 年度）

9 研修の状況（令和 6 年度）

区分 研修科目 対象者 受講
者数

ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

新規採用職員研修 その年度の
新規採用職員 2人

基礎力アップ研修 採用後４年目 1人

応用力アップ研修 採用後８年目 1人

新任係長研修 初めて部下を
持った職員 1人

新任課長研修 新たに課長職に
就いた職員 1人

区分 受診者

定期健康診断 33 人

人間ドック 8 人

区分 件数

係属事案 0 人

完結事案 0 人

区分 件数

係属事案 0 人

完結事案 0 人

年度中認定件数

公務災害 1 件

通勤災害 0 件

計 1 件

⑴ 健康診断の実施状況

⑴ 勤務条件に関する措置の要
　 求の状況

⑵ 不利益処分に関する不服申
 　立ての状況

⑵ 公務災害及び通勤災害の状況

4 勤務時間その他勤務条件の状況

区分 職員数A
令和6年度 30人

給与費
給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B

112,414千円 26,964千円 47,109千円 186,487千円
一人当たり給与費 B/A

6,216 千円

⑵ 職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）1 職員手当には退職手当を含まない。

１週間の
勤務時間 開始時刻 休憩時間 終了時刻 勤務時間の

割振変更制度
38時間45分 午前８時30分 正午～午後１時 午後５時15分 あり

１人当たり平均取得日数 11.1 日

⑴ 勤務時間の状況（一般職の標準的なもの）

⑵ 年次有給休暇の取得状況（令和 6 年）
　年次有給休暇は、１年ごとに 20 日（中途採用者は別に規則で定
める日数）付与されており、20 日を越えない範囲内の残日数は、
翌年に繰り越すことができることになっています。
　１人当たりの平均取得日数は次のとおりです。

⑶ 病気休暇及び特別休暇の状況（令和６年４月１日現在）

⑷ 介護休暇の取得状況（令和 6 年度）

介護休暇
男性職員 女性職員 計

0 人 0 人 0 人

種類 付与日数
病気休暇 負傷又は疾病の場合90日以内

産前産後休暇
出産の予定日前８週間以内

（多胎妊娠の場合は 14 週間
以内）、出産後８週間以内

配偶者の出産休暇 ２日以内
育児参加休暇 ５日以内
保育時間休暇 １日２回それぞれ 30 分以内
子の看護休暇 ５日以内
短期介護休暇 なし
忌引休暇 配偶者の場合10日以内ほか

夏季休暇 ５日以内（6 月 1 日～ 10 月
31 日までの期間内）

ボランティア休暇 ５日以内
結婚休暇 連続する５日以内
選挙権等の権利行使のための
休暇 必要と認められる期間

裁判員、証人等として官公署
へ出頭するための休暇 必要と認められる期間

災害により滅失等した住居の
復旧作業等を事由とする休暇

連続する７日以内
（週休日等を含む）

災害・交通機関の事故等によ
り出勤が著しく困難な場合を
事由とする休暇

必要と認められる期間

災害時に退勤途上の身体の危
険を回避を事由とする休暇 必要と認められる期間

区分 戒告 減給 停職 免職 計

法令違反 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

職務上の義務違反又は怠慢 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

全体の奉仕者たるに
ふさわしくない非行 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

計 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人
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を
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守
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島
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を
除
く
）

　
　

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

　

・
住
所　

三
春
町
恵
下
越
２

　

・
空
き
戸
数　

35
戸
（
平
屋
18
戸
・

　
　

２
階
建
て
17
戸
）

○
西
ノ
内
団
地

　

①
村
に
帰
還
す
る
方

　

②
新
た
に
移
住
す
る
方

　

・
戸
数　

15
戸
（
集
合
10
戸
・

　
　

戸
建
て
5
戸
）

　

詳
細
は
地
域
整
備
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　

地
域
整
備
係

　
　

☎
０
２
４
０
–２
９
–２
１
１
３

有
害
鳥
獣
捕
獲
実
績

　
　

　

葛
尾
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
は
、
村

内
の
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。

　

村
内
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

10
月
捕
獲
数
3
頭

　

令
和
7
年
度
累
計
捕
獲
頭
数
31
頭

問　

地
域
づ
く
り
推
進
係

　
　

☎
０
２
４
０
–２
９
–２
１
１
３

公

民

館

第
41
回
葛
尾
村
剣
道
錬
成
大
会
の

開
催
に
つ
い
て

●
日
時

　

令
和
７
年
12
月
21
日
（
日
）

　

午
前
８
時
（
受
付
）、午
前
９
時
（
開
会
）

●
場
所　
葛
尾
村
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格

　

村
内
に
在
住
及
び
在
勤
し
て
い
る
方

　
（
小
学
生
以
上
）、
葛
尾
村
ス
ポ
ー
ツ
少

　

年
団
員
、
卒
団
生
等
、
招
待
団
体
（
三

　

春
町
）

●
試
合
部
門　

　

①
錬
成
大
会

　
　

基
本
の
部
、
小
学
生
（
低
学
年
の
部
、

　
　
高
学
年
の
部
）、
中
学
生
の
部
、
一
般

　
　
の
部

　

②
風
船
割
り
大
会

　
　
（
小
学
校
低
学
年
、剣
道
未
経
験
児
童
）

　

③
東
西
対
抗
戦

　
　
（
選
抜
選
手
の
み
）

●
表
彰

　

個
人
戦
は
１
位
か
ら
３
位
ま
で
表
彰

●
申
込
み
方
法

　

12
月
11
日
（
木
）
ま
で
に
葛
尾
村
公
民

　

館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

葛
尾
村
公
民
館

　
　

☎
０
２
４
０
–２
９
–２
0
0
8

教
育
委
員
会

第
47
回
新
春
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
に
つ
い
て

　

第
47
回
新
春
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時

　

令
和
８
年
１
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時　

開
会
式

　
（
代
表
者
会
議　

午
前
８
時
45
分
）

●
会
場

　

葛
尾
村
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー（
参
加
チ
ー

　
ム
多
数
の
場
合
は
中
学
校
体
育
館
も
使

　

用
）

●
参
加
資
格

　

中
学
生
以
上
の
村
民
、
在
勤
者
、
出
身

　

者
及
び
出
身
者
の
親
族

●
種
目

　

６
人
制
男
子
の
部
／
６
人
制
女
子
の
部

●
チ
ー
ム
編
成

　

①
チ
ー
ム
は
12
名
以
内
の
選
手
で
構
成

　
　

し
、
監
督
・
キ
ャ
プ
テ
ン
各
１
名
を

　
　

選
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お 知 せら

計 測 地 点 R6
11.12

R7 
11.17 計 測 地 点 R6

11.12
R7 

11.17 計 測 地 点 R6
11.12

R7 
11.17

葛 尾 村 　 K 6 地 点 0.53 欠測中 百 石 前 バ ス 停 0.14 0.14 上 葛 尾 集 会 所 0.07 0.07
葛 尾 村 立 葛 尾 中 学 校 0.08 0.09 浜 井 場 北 平 線 入 り 口 0.11 0.10 広 谷 地 集 会 所 0.13 0.13
林 道 広 谷 地 線　 東 屋 付 近 0.21 0.22 井 戸 沢 バ ス 停 0.12 0.12 大 笹 集 会 所 0.08 0.09
野 行 集 会 所 近 傍 1.20 1.12 大 笹 行 政 区 掲 示 板 付 近 0.10 0.10 せ せ ら ぎ 荘 0.15 0.16
旧 岩 角 集 会 所 敷 地 内 0.20 0.21 木 取 場 入 口 バ ス 停 付 近 0.79 0.77 上 野 川 字 境 ノ く き 付 近 0.10 0.10
旧 葛 尾 郵 便 局 前 0.13 0.12 県道50号線もりもりランド入り口付近 0.14 0.14 も り も り ラ ン ド 管 理 棟 前 0.14 0.14
大 放 多 目 的 集 会 所 0.18 0.18 県 道 5 0 号 線 関 下 0.16 0.17 野 川 集 会 所 敷 地 内 0.13 0.14
国道399号線沿い待避所観光案内板隣 0.22 0.19 岩 角・ 野 行 行 政 区 境 0.27 0.27 国 道 399 号 東 平 交 差 点 0.17 0.16
葛 尾 小 学 校 前 0.10 0.11 夏 湯 局 0.11 0.11
葛 尾 幼 稚 園 前 0.09 0.11 大 放 婦 人 ホ ー ム 0.13 0.13
診 療 所 前 0.18 0.17 葛 尾 村 役 場 0.09 0.09
日 山 登 山 道 入 り 口 0.13 0.13 下 葛 尾 集 会 所 0.07 0.07
か げ 広 谷 地 バ ス 停 付 近 0.47 0.46 上 野 川 多 目 的 集 会 所 0.07 0.07

令和7年度放射線モニタリング測定値（葛尾村） No.163　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　      （μ Sv/h）

測定地点に関する詳細は福島県放射能測定マップ（https://fukushima-radioactivity.jp/pc/）をご確認ください。

10 月の自家消費野菜等の放射能検査実績
142 件 ( 水 23、食品 55、その他 64）
うち、基準値超過品目２件
クリ（風越）、クリ（煮）（風越）

（ 6 ）令和 7 年 12 月

お 知 せら

葛尾村いきいき交流教室

問　健康福祉係　☎ 0240-29-2112

※ 12 日は村の保健師も参加します。

【12 月の開催日程】
場　所 日　時

恵下越集会所 5 日・12 日・19 日・26 日（毎週金曜日） 10 時～ 11 時 30 分
みどり荘 2 日・9 日・16 日・23 日・30 日（毎週火曜日）  ９時～ 10 時 30 分

　たくさん笑いながらの脳トレやカラ
ダを柔らかくする柔軟体操、足腰を
強くする筋トレなどを定期的に行って
います。教室に参加するとスタンプが
たまり、景品と交換できます。みな
さまぜひ、お気軽にご参加ください。
※予約不要です。 みどり荘会場 恵下越会場



（ 8 ）令和7年12月（ 9 ） 令和7年12月

お 知 せら お 知 せら

福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

●問合せ　福島広域雇用促進支援協議会  福島統括窓口
　　　　　福島市中町 4-20 エスケー中町ビル 202 号　
　　　　　☎０２４-524-2121　ＦＡＸ ０２４-524-2125 はたらっこホームページはこちら

　　
　　

降雪期間における除雪作業について

　除雪作業を 12 月から翌年 3 月まで実施します。冬期間の除雪について、皆さまのご理解・ご協力をお
願いいたします。
○道路の除雪

（1）除雪箇所
　  通行止め規制のある路線を除く村内の道路
　  （通行止め期間は令和 7 年 12 月 1 日（月）から令和 8 年 3 月 31 日（火）までです。）

（2）除雪基準および時期
　  ①15cm 以上の路上積雪があった場合に除雪し、圧雪層厚を 10cm 以下にすることを原則とします。
　  ②除雪は天候条件の良い日中に実施し、夜間は実施しません。
　　　※除雪は積雪の状況によっては遅れる場合があります。
　  ③夕方から朝方に積雪が見込まれる場合は、早朝に除雪を実施します。
○道路の管理
　・通行止め路線
　　無人家等の路線を通行止めにします。
　　（浜井場北平線・梨木平登舘線・野川風越線・静田和線・坊笹線・菅ノ又夏湯線・林業専用道大笹線）
※葛尾村内の通行止め路線は下の図をご覧ください。

問　地域振興課　地域整備係　☎ 0240-29-2113

【参加無料・履歴書不要・服装自由】
短時間でたくさんの企業の情報収集ができる♪就活が一歩前進！
★雇用保険受給者の方へ　本面接会は「求職活動実績」になります。参加証明書を発行します。
●日　　時　　12 月 19 日（金）  13：30 ～ 15：00
●会　　場　　浪江町地域スポーツセンター（双葉郡浪江町大字権現堂字下馬洗田 5-2）
●参加企業　　相双地域等の企業 28 社（企業の詳細はホームページをご覧ください）
●参加方法　　電話、ホームページから予約、または当日参加。TEL：024-524-2121
　　　　　　　予約をオススメしております。詳細は「働きたいネット」で検索！

行くしかない !! 働きたいネットの就職面接会  

【公式 LINE 友だち募集中！】
◆“福島で働きたい”高校生必見！　
　就職の準備に役立つ情報をお届けします！魅力的な企業の情報が満載！掲載企業を拡大中！
■「高校生就職応援ナビ」で何が分かるの？
　どんな企業なのか・どんな仕事なのか・職場の雰囲気・先輩社員の声など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最新情報を見てみよう !! 登録はこちらから▶️

高校生と保護者のみなさまへ　「高校生就職応援ナビ」

　ごみステーションに事業者のものと思われるごみが多く、ごみステーションを管理している住民の方々の
迷惑となっており、多数の苦情が寄せられています。
　事業系ごみの排出方法について、いま一度ご確認のうえ、適切な処理を徹底してください。

【事業系ごみの排出について】
　事業系ごみは、廃棄物の処理及び清掃に関する法律により、「事業主自らの責任において適切に処理しな
ければならない」と定められています。
　ごみステーションに事業系ごみを排出した場合も、ポイ捨てや道端に捨てる行為と同じように不法投棄と
なります。
　必ず、南部衛生センターに直接持ち込むか、許可業者に収集を依頼し、適正に処理をしてください。
　また、近隣市町村の方が通勤途中に居住地以外のごみステーションに生活ごみを捨てているという声も聞
かれています。
　このような行為も不法投棄となり、処罰の対象となる恐れがあります。
　居住地の決められた場所への排出を、従業員の皆様へ周知をしていただくようお願いいたします。
　不法投棄は、５年以下の懲役若しくは 1,000 万円以下の罰金（法人の場合は３億円以下の罰金）、あるい
はその両方が科せられます。

ごみステーションは、地域住民専用のため
事業者のごみは出せません

問　住民生活係　☎ 0240-29-2112



（ 10 ）令和7年12月（ 11 ） 令和7年12月

お 知 せら お 知 せら

マイナ救急実証事業実施中

消防署からのお知らせ

火事と救急は
１１９番

　マイナ救急ではマイナンバーカードの健康保険証利用により、救急隊員が出動先でマイナ保険証を読み取り、
過去の受診歴や処方された薬等の医療情報を把握することで、迅速な病院選定や病院での早期治療開始に
繋げることが期待できることから、令和７年 10 月から実証事業を開始しました。
※本実証は総務省消防庁が全国の消防本部と連携して実施するものです。

※マイナ保険証の不所持または本人不同意の場合は通常通りの救急業務を行います

冬のヒートショックに注意！
　ヒートショックは、周囲の急激な温度の変化により、血圧が上下
に大きく変動することなどが原因で起こります。浴室や脱衣所を暖
めたり、飲酒後の入浴はさけるなどヒートショックを予防し、入浴
する前に家族に一声かけ、様子を気にかけてもらいましょう。

①マイナンバーカードの
所持等を確認 ②本人確認 ③本人同意 ④オンラインにアクセスし情報閲覧

オンライン資格確認等システム
薬剤情報 診療情報 特定検診情報

閲覧用端末傷病者等に
①マイナンバーカードの所持
②マイナ保険証利用登録の
　有無を確認 救急隊員が搬送先医療

機関の選定に関する情
報を閲覧

スムーズな搬送先
医療機関の選定

口頭同意
or

意識不明等
同意取得困難時
に限り同意不要

（目視による確認）

〈消　防　署　連　絡　先〉
◇富岡消防署 0240-22-2119
◇楢葉分署　 0240-25-2119
◇川内出張所 0240-38-2119
◇浪江消防署 0240-34-4111
◇葛尾出張所 0240-29-2119

第３回観光ワークショップへの参加者募集のご案内
　村では、昨年度策定した「葛尾村観光戦略プラン」を推し進めるため、本年度も観光に関する知識や
ノウハウ等を学ぶためのワークショップ（勉強会）を開催しています。第３回となる今回は、先進地域
における観光組織のご担当者から、観光組織の運営に関する取組を直接伺います。観光に興味のある方
のご参加をお待ちしております。

【開催概要】第３回　「当事者に直接伺う、先進地域における観光組織の取り組みについて」
　観光への取り組みに当たっては、地域一体となった取り組みが重要であり、観光組織の活用が必要になります。
　今回のセミナーでは、そうした全国の先進事例を参考に、観光組織の役割や地域連携のあり方を学び、今後
の葛尾村の観光の可能性を一緒に考えます。
●対象者　村内事業者や村民で観光に興味のある方 ​
●会　場　復興交流館あぜりあ（オンライン形式での参加も可能です）
​●日　時　12 月 18 日（木）　17：00～19：00
​●登壇者　①一般社団法人隠岐ジオパーク推進機構　河本直起氏
　　　　　②一般社団法人南丹市美山観光まちづくり協会　青田真樹氏

【お申し込み方法】
次のいずれかでお申し込みください
①申込フォームへのご登録
　（URL：https://globaleysurvey.ey.com/jfe/form/SV_e3b0hZebWOvVuC2）
②メール：事務局 Koki.Sakai@jp.ey.com
③お電話：事務局 080-5512-6117  
●申込期限　12 月 16 日（火）
●問い合わせ先
　葛尾村地域振興課内　ワークショップ事務局（EY ストラテジー・アンド・コンサルティング　坂井）​
　Mail：Koki.Sakai@jp.ey.com　TEL：080-5512-6117

休日及び時間外のマイナンバーカード申請受付
　マイナンバーカードの申請や交付、電子証明書の有効期限更新などの受付は月に 2 回、休日と木曜日の
時間外にも行っています。予約制となりますので、希望される方は必ず住民生活係へお電話にてご予約の
うえ、役場窓口までお越しください。

今月の受付日は
　　  12月18日（木）午後5時15分～午後6時
　　　　※予約の受付は12月12日（金）まで
　　  12月14日（日）午前9時～午後4時
　　　　※予約の受付は12月8日（月）まで
平日時間内においでになれない方は、ぜひご利用ください。

時間外

休　日

問　住民生活係　☎ 0240-29-2112



（ 12 ）令和7年12月（ 13 ） 令和7年12月

お 知 せら

　10 月 24 日、第 29 回村民グラウンドゴルフ大会・第 4
回議長杯グラウンドゴルフ大会が開催されました。24 名の
参加者が優勝を目指してプレーしました。大会結果は次の
とおりです。
＜大会結果＞
○男子の部
　①吉田勝一　②白岩壽喜　③大山　晃
　④杉本宜信　⑤吉田義則　⑥大澤義伸
○女子の部
　①松本佳奈子（総合優勝）　②大山加代子
　③松本利子　④齋藤ヒメ子　⑥松本ともい 総合優勝した松本佳奈子さん（中央）

総合優勝は、松本佳奈子さん
～村民グラウンドゴルフ、議長杯グラウンドゴルフ～

火の用心！！
～秋の全国火災予防運動 防火パレード～

　11 月 6 日、秋の全国火災予防運動の一環として、
葛尾幼稚園の園児による防火パレードが行われました。
園児たちはおそろいの法被と鉢巻きで、｢火の用心｣ の
かけ声と共に拍子木を鳴らしながら村内を歩き、火災
予防を呼びかけました。
　秋から冬にかけては、空気の乾燥や暖房器具の使
用が増えることから、火災が起きやすく注意が必要な
季節です。お出かけ前や寝る前に火の元を確認するな
ど、一人一人が火災予防の意識をしっかり持ち、火災
を起こさないように注意をしましょう！

戸籍の窓口 （令和 7 年 10 月15 日〜 令和 7 年 11月14 日届出分）

♡♡ ♡♡こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん
【子どもの名】佐々木楓奈ちゃん
【誕生月】令和 7 年 10 月
【保護者】和仁・真渚美　
【行政区】上葛尾

【子どもの名】丹伊田玄恣ちゃん
【誕生月】令和 7 年 10 月
【保護者】拓真・里早　
【行政区】下葛尾

【新郎・新婦】松本翔平・あみ　　【届出月】令和 7 年 10 月　　【行政区】大笹・埼玉県
♡♡ ♡♡ご結婚おめでとうございますご結婚おめでとうございます

油断しない工夫も大切です。

　また、この時期はインフルエンザの流行にも注意

が必要です。県内ではすでに警報レベルの報告が続

いており、12 月は本格的な流行期に入ります。乾燥

した空気や暖房での温度差は、感染の広がりを助長

します。室内では加湿を心がけ、湿度は 40 〜 60％

程度を保つと効果的です。こまめな手洗い、うがい、

十分な休養と栄養をとりましょう。体調がすぐれない

ときは、早めに医療機関へ相談することも大切です。

　冬を元気に過ごすためには、備えとつながりが欠

かせません。防寒や転倒対策に加えて、部屋の照明

や加湿、見守りの声かけなど、日々の小さな工夫が安

心につながります。寒い時期こそ、地域の居場所や

体操教室を活用して、人とのつながりを保ちましょう。

　熊が人の領域に踏み込みすぎないのは、自然のマ

ナーを守っているからかもしれません。私たちもまた、

冬の暮らしの中で、お互いを思いやり、声をかけ合う

ことが、地域で生きる力になりますね。どうぞ暖かく

して冬をお過ごしください。（文責：坪倉、伊東）

　先日の村の会議で、葛尾にも熊は目撃されているけ

れど、人前にはあまり出てこない、という話をお聞き

しました。今年は例年以上に全国で熊が出没し、私た

ちの生活もだいぶ脅かされているといっても過言では

ないでしょう。自然と共に暮らすということは、リスク

と隣り合わせなのだと気づかされます。熊が冬を迎え

て行動を変えるように、私たちの暮らしもまた、季節

とともに少しずつ変わっていきます。

　12 月の葛尾は、昼夜の寒暖差が大きく、朝晩は氷

点近くまで冷え込みますね。寒さは血圧を上げ、体の

動きを鈍らせます。転倒や体調不良を防ぐため、屋外

では温かい服装と早めの帰宅を、屋内では軽い体操

や温かい飲み物を心がけましょう。熊の出没は減る時

期ですが、山道や森を歩くときは、鈴や声かけなど、

坪倉正治先生
福島県立医科大学 医学部
放射線健康管理学講座主任教授

坪倉先生のいきいき健康ナビ  Ｎｏ.76

次の方々からご寄付をいただきました。

寄付総額　357,000 円（令和７年 10 月分）

問　総務企画係　☎ 0240-29-2111

ふるさと納税

　寄付金は、観光・農林業・商工業の振興や教育・文化の振興等、寄付者の申し出に合わせた事業等に有効
に活用させていただきます。ありがとうございました。葛尾村では、ふるさと寄付金（ふるさと納税）の返礼品

（地場産品）を募集しています。詳細は担当までお問い合わせください。

♦お名前
菅野　光彦 様（福島県）　　菊地　美博 様（茨城県）　　藤井　亮輔 様（東京都）　　藤原　健次 様（東京都）

上記含め16名
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　10 月 19 日、秋の移動学習を行いました。あだた
ら山ロープウェイで見頃になった紅葉を楽しんだ後、
菊人形を鑑賞し、秋の二本松市を満喫しました。

葛  尾  村  役  場
〒979-1602
福島県双葉郡葛尾村大字落合字落合16

総　務　課 ☎0240-29-2111
復興推進室 ☎0240-23-5200
住民生活課 ☎0240-29-2112
地域振興課 ☎0240-29-2113
議会事務局 ☎0240-29-2160
教育委員会 ☎0240-29-2170
公　民　館 ☎0240-29-2008

ＦＡＸ 0240-29-2123

（田村地区）
市外局番：0247

診療時間
午前9時～午後６時

※受診の際は、健康保険証を持参してください。
※当番医、診療時間等変更になることがあります。 あらかじめ電話等
　でご確認ください。
福島県医師会 http://www.fukushima.med.or.jp/
田 村 医 師 会 https://www.tma.or.jp/
〒 963-3401　福島県田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123

今月の行事（令和 7 年 12 月） ※事情により、中止となる場合があります。

お 知 せら

帰村 302

避難指示解除
後の転入

村内居住 171
村外居住 22

計 193

避難
県内 697
県外 35
計 732

計 1,227

葛尾村の避難状況について
令和7年11月1日現在（外国人含む）（人）

●男　　性　　　638　人　（＋２）
●女　　性　　　589　人　（＋２）
●合　　計　   1,227　人　（＋４）
●世 帯 数　　　479世帯   （＋２）

令和7年11月1日
現在（外国人含む）

12 月　7 日 南東北病院滝根診療所 滝根町 ☎ 78-2442
12 月 14 日 さとう耳鼻咽喉科クリニック 船引町 ☎ 81-1333
12 月 21 日 のざわ内科クリニック 三春町 ☎ 61-1500
12 月 28 日 清水医院 船引町 ☎ 82-3535
12 月 29 日 石塚医院 小野町 ☎ 72-2161
12 月 30 日 白岩医院 常葉町 ☎ 77-2036
12 月 31 日 たむら市民病院 船引町 ☎ 82-1117

  3日(水)矢吹　　康 先生（矢吹医院）  ※ 1
10日(水)雷　　　毅 先生（雷クリニック）

17日(水)相馬　俊介 先生
　　　 　　　（福島県立医科大学医学部 総合内科・総合診療センター）
24日(水)雷　　　毅 先生（雷クリニック）

31日(水)休　　　診
※ 1　12 月 3 日は乳幼児健診のため、診療開始予定が午後
　　　3 時からとなります。

受付時間：午後１時30分～
　　　　  午後5時
診　　療：午後２時〜午後5時
診療科目：内科・小児科
☎ 0240-29-2036
※予防接種を希望の方は、あらかじ
　めご予約をお願いします。
　予約時間：午前11時〜午後5時

葛尾歯科診療所葛尾村診療所

※発熱等の症状がある場合は、受診前にご連絡ください。また、受診の際はお薬手帳をお持ちください。注意事項

今月の納期限

固定資産税　　　　　　　　4 期
国民健康保険税　　　　　　6 期　

納　期　限　 　   12 月 25 日（木）

避難先をお知らせください
避難先住所を移動された方は、変更
があった日から 14 日以内に、住民生
活課窓口に届出をしてください。
☎０２４０-２９-２１１２

　１１月７日、ようちえんまつりを
開催しました。地域の方々にも呼び
かけ、一緒に縁日ごっこを楽しみま
した。
　後半は、保護者による縁日で、エ
ビすくいとチョコバナナを楽しみ、
思い出に残る一日となりました。

　10 月 24 日、震災後初めて
の村内での自然散策を行いまし
た。幼稚園から屋内ゲートボー
ル場まで歩き、どんぐりや松
ぼっくりを拾いました。地域の
方々も参加し、交流を深めなが
ら気持ちの良い秋空の元、散策
を楽しみました。

4日(木)

10日(水)

11日(木)

パッチワーク教室（三春）・剣道教室

パッチワーク教室（葛尾）

剣道教室

かつらお公民館まつり

パッチワーク教室（三春）・剣道教室

料理教室④（そば打ち）

14日(日)

18日(木)

20日(土)

剣道錬成大会

パッチワーク教室（葛尾）

剣道教室

21日(日)

24日(水)

25日(木)

受付時間：午前9時00分～午前11時30分
　　　　  午後1時30分〜午後  5時30分
診 療 日：毎週火・水・木曜日（祝日除く）

☎0240-29-2110
※院内感染予防の観点から事前にご予約くだ
　さい。

葛
尾
村

教
育
委
員
会
だ
よ
り

第 3 回

　１１月７日、葛尾小学校でふれ愛給食試食会を実施しました。
　子どもたちとのふれあいを楽しみに参加された方、村の移住
事業「アーティストインレジデンス」で村に滞在しているアー
ティストの方 、々保護者など、22 名の方々に参加していただき、
葛尾産の新米やハーブ鶏、野菜や凍み餅など地場産品をふん
だんに使用した献立を味わいながら、和やかな雰囲気で会話
も弾み、笑顔あふれる会となりました。
　ふれ愛給食の後は、校庭で花植えを行い、花壇やプランター
が赤・紫・黄色のパンジーで彩られました。

天気に恵まれ、最高の一日でした

村民グランドで記念撮影

花を植える協働作業で参加者の気持ちがひとつに 第
104
号

学び 愛 カルチャースクール

秋の移動教室

ふれ愛給食試食会の様子

みんないい笑顔！

ふれ 愛 給食試食会
&花いっぱい運動

葛尾小・中学校

★日時 12 月18 日（木）
　　　 10 時 30 分～12 時 20 分
★場所 復興交流館あぜりあ
★内容 合奏、合唱、ハンドベル演奏

クリスマスコンサート
開催決定！

ぜひお越し
ください

ようちえんまつり
葛尾

幼稚園

自然散策会



令和 7 年 12 月 （ 16 ）

　葛尾村では、少人数ならではの、少人数を最大限に生かした様々な特色ある教育を行っています。幼稚園から中学校ま
での 12 年一貫教育の中で、日本語の対話と英語の対話に力を入れ、対話をとおして広い視野を持ち、他者と関わりなが
ら共に成長できる人材の育成を図っています。この幼小中を通じて紡いできた対話的な学びの集大成として、中学校では海
外修学旅行を実施し、異国の文化や英語を体感し、実践的な英語の対話力向上とスキルを身につけることを目指しています。
　今年は、公益財団法人ジョン万次郎ホイットフィールド記念国際草の根交流センター主催の「第 32 回日米草の根交流サ
ミット2025 サンフランシスコ・ベイエリア大会」に、 ６月６日～12 日、生徒３名・引率３名の計６名が参加してきました。

杉本　蒼さん（中学３年）
　修学旅行に行く前は、初めての海外旅行にとても不安がありました。しかし、ホストファミリーが温かく、優しく迎
え入れてくれて安心しました。英語での会話もなんとか１人で話したり、ホストファミリーが私の話を理解してくれよ
うとしてくれたりしたので会話を楽しめました。ホストファミリーやその友達と会話や食事などで異文化交流ができて
とてもよいホームステイになりました。また、今回の修学旅行では、海外で活動している方とお話しできたことも思い
出に残っています。その人たちに大変なことや楽しいことは何かなどたくさんお話を聞きました。その中でも「人は
財産」という言葉が特に心に残っています。今回、修学旅行で海外に行ってこのような体験をしたことで、私の夢が
少し近くに見えてきました。この体験を上手に使っていきたいです。

山﨑　陽向さん（中学３年）
　私は今回、初めての海外で行く前はとても不安でした。しかし着くと日本とは違ったところも空港で発見することが
でき、胸が高鳴ってきました。サニーベイル中学校さんとの交流はこの旅行で一番不安だった行事で、きちんと話せる
か、発表は大丈夫かとずっと不安でしたが、生徒のみなさんも優しく私達を迎えてくださり不安も少しずつなくなって
きました。発表の際も真剣に聞いてくれて、葛尾のことを知ってもらえて良かったです。ホームステイはホストファミ
リーの方がスタンフォード大学やビーチに連れて行って下さいました。歴史や日本との違いを感じながら楽しむことが
できました。また一緒に風鈴作りをした際には、日本の文化を説明しながら実際に作りました。ホストファミリーもす
ごく喜んでくださいました。サンフランシスコに行き、このような貴重な体験をさせていただいて英会話に自信が持て
るようになりもっと日本以外の世界の人達とも交流したい、話してみたいという気持ちも出てきました。そしてこれか
らは英語の勉強に今までよりも力を入れ、将来は海外で仕事ができたらと思いました。

松本　功記さん（中学２年）
  ホームステイをすることも海外に行くのも初めてだったので「英語でちゃんと話せるかな」とか「忘れ物してないかな」
などの不安が９割でしたが、ホストファミリーの皆さんが常に笑顔で接してくださったので、楽しむことができました。
また、ホストファミリーの皆さんに有名な観光スポットなど様々な場所に連れて行っていただきました。特にゴールデ
ンゲートブリッジでは、見知らぬ人が「写真撮ろうか？」と話しかけてくれて、「みんな気さくで優しいんだなあ」と思
いました。カリフォルニア大学バークレー校の見学では、沢山の昆虫の標本を見ることができました。特に心に残った
のは「アンフリサスキシタアゲハ」という蝶の標本です。以前から本で読んで知っていてあこがれていたのですが、こ
こで出会うことができ、とても感動しました。サニーベイル中学校では、葛尾についてプレゼンをしました。緊張のあ
まり何カ所も間違えてしまいましたが、生徒達は僕の間違いなんて気にしないで、最後まで静かに話を聞いてくれたので、
安心して話すことができました。楽しむことはもちろんですが、アメリカと日本の様々な違いについて学ぶことができ
たので、非常に実りのある修学旅行になったと思います。英語に関しても、サニーベイル中学校の生徒やホストファミ
リーの方々と実際に対話をすることを通じて、修学旅行に行く前よりも自信を持つことができました。

参加生徒の声

アメリカ修学旅行に参加してアメリカ修学旅行に参加して
葛尾
中学校


